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Wishart Ensembleとは 

Wishart matrix Ｌの定義 

 

• 行列 Ｋ ：以下で定義 

 M×N行列（M＞N） 

 各成分は2次元の正規分布に従う 

 

• Wishart matrix Ｌ は次の式で与えられる。 

 

Ｌ ＝ ＫTＫ 



固有値分布の確率密度関数ρの導出１ 

• 確率微分方程式 

行列Ｌの固有値はNが十分大きいとき確率密度関数ρは 

 

 

 

を満たす （GはGreen関数） 

• 特性曲線法での解法 

特性曲線法では右の式を考える 

連立微分方程式の解として 

G(z,τ)が得られる 

 



固有値分布の確率密度関数ρの導出２ 

• 連立微分方程式の解 

 

 

 

G(z,τ)はここから定まる（Cは初期条件から決まる） 

Green関数の性質より確率密度関数ρ(x,τ)が求まる 

 



固有値分布の確率密度関数ρの導出３ 

• 初期値ρ（x,0）=δ（x）のとき 

 

 

 

• ρは次の式で与えられる 

 

 

 

• ただしsupportは 



固有値分布の確率密度関数ρの導出４ 

• ρのグラフ(r=0.3,τ=1) 

 

• マルチェンコ‐パスツール則と
して知られる 

 

 



今後の研究 

初期値ρ（x,0）=δ（x-a）のとき 

そのほか（２点から始まるときなど） 

• ρ（x,τ）のグラフ 

• ρ=0となる境界の式（support） 

など研究中 
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